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研究成果の概要（和文）：OECDの国際教員指導環境調査（TALIS2013）の公開データを用いて調査結果の特に指
導実践や教員間の協力を中心に二次分析を行った。その結果、「構成主義的指導観」の尺度に比べて学校による
変動性を仮定しやすい「教員間の協力」においては、授業研究の中で行われている活動が参加国平均に比べてよ
り頻繁に実施されているといった日本の中学校における実践の特徴的な姿が明らかになり、これを研究論文とし
て発表した。理科授業ビデオを用いて、オーストラリアのCONASTA64において授業研究の形式を取りながら、学
会参加者に日本の中学校理科授業の実践についてその特徴の再評価を得た。

研究成果の概要（英文）：We carried out secondary analyses mainly on the teaching practices and 
professional collaboration using publicly released data of OECD/TALIS2013. Contrary to the result in
 the scale on constructivist beliefs, the result in the scale on exchange and coordination for 
teaching (professional collaboration) showed the residual variance of the intercept for every item. 
Furthermore, the result in the scale on professional collaboration also shows the residual variance 
of the factor loading for “Observe other teachers’ classes and provide feedback”, which thought 
to be one of the features of teaching practices in Japanese lower secondary schools. A typical 
science lesson video with English voices was presented in one of the workshops during CONASTA64 in 
Australia. Using a lesson study style, the science lesson obtained reevaluation from the 
participants, Australian science teachers and experts.

研究分野：科学教育
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１．研究開始当初の背景 
日本の理科の授業実践に関する比較研究

は、国内の理科授業について多くの蓄積があ
る一方、国際的に比較可能な尺度を基にした
諸外国の理科授業との比較研究は限定され
てきた。 
国際教員指導環境調査（TALIS） は、経済

開発協力機構（OECD）による中学校教員の授
業実践や指導環境に関する国際調査である。
第１回として 2008 年に TALIS2008 が実施
された（日本は不参加） 。第２回として 2013 
年３月に実施された TALIS2013 では、日本
を含む世界の主要国 34 の国と地域が参加
しており、その規模と影響力が拡大しており、
調査結果は 2014 年 ６月に国際的に公表予
定であった。 
本研究では、TALIS に注目し、収集された

教員の授業実践に関するデータを国際的に
比較可能な尺度として用いることを提案し
た。 

 
２．研究の目的 
TALIS2013 によって、日本を含む 34 か国

の参加国において比較可能な尺度化がなさ
れることを受け、この調査と同様の教員質問
紙を研究協力校において実施する。さらに、
質問紙調査に回答した教員を対象に、同調査
の国際的な研究枠組みには含まれなかった
授業分析を行う。これにより、同調査の焦点
の１つでもある授業実践の特に伝達主義的
－構成主義的指導観の観点について、国際的
に比較可能な尺度を基にしながら日本の理
科の授業実践の特徴を明らかし、その改善点
を提案することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) TALIS2013 の公開データを用いて調査結
果の特に指導実践や教員間の協力を中心に
二次分析を行う。 
(2)TALIS2013 教員質問紙と同様の質問項目
を用いて、研究協力校の理科教員に対して質
問紙調査を実施し、授業ビデオを収録・分析
する。  
(3)日本の中学校理科授業の実践の特徴につ
いて、国外の理科教育研究者による再評価を
行う。 
(4)日本の理科授業で課題である科学的内容
を中心とした学際的な授業に関する基礎的
な調査研究を行う。 
 
４．研究成果 
(1)「教員間の協力」に関する二つの尺度（「教
員の専門的協働」と「学習指導のための意見
交換と調整」）を構成する各項目で尋ねてい
る取組の実施頻度は、他の教員の協力や学校
等の体制が整っているかどうかによっても
異なってくる。このため、これらの尺度にお
いては、指導・学習に関する教員の個人的な
信念を尋ねた「構成主義的指導観」の尺度に
比べて学校による変動性を仮定しやすい。そ

こで、これらの尺度における日本の学校によ
る変動性について、変量切片・変量因子負荷
量モデルを用いた分析を行った。その結果、
対比として用いた「構成主義的指導観」とは
異なり、「教員の専門的協働」と「学習指導
のための意見交換と調整」において、各項目
の切片について学校間の残差分散が認めら
れた。また、「教員の専門的協働」における
「他の教員の授業を見学し、感想を述べる」
の項目においては、因子負荷量についても学
校間の残差分散が認められた。 
日本の教員間の協力としては、授業研究の

中で行われている活動が参加国平均に比べ
てより頻繁に実施されており、これは日本の
中学校における実践の特徴的な姿といえる
ことが明らかになった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
出典：萩原・松原（2015） 

 
 

(2)TALIS2013質問紙を基に、これまで受けた
研修、自身の教育に対する信念や教育実践、
教職についての概観、職務へのフィードバッ
クや評価等を内容とする質問紙調査を研究
協力者と作成し、公立中学校の理科教員に対
して実施し、回答データを得た。これらの教
員の授業ビデオデータの収集は、平成 29 年
度の研修プログラム等との連携を念頭に引
き続き検討する。理科の授業分析については、
試行的な試みとして、別の研究協力校に複数
の授業収録を行い、手続きの改善について知
見を得た。 
 



(3)日本の中学校理科授業の一般的な実践と
いえる TIMSS1999理科授業ビデオ研究の公開
授業に着目し、授業ビデオに対して英語音声
による吹き替えを行った。次に、この理科授
業ビデオを用いて、オーストラリア理科教員
の学会である CONASTA64において授業研究の
形式を取りながら、学会参加者に日本の中学
校理科授業の実践についてその特徴の再評
価を得た。 
 

(4)日本の中学校理科授業の実践については、
平成 27年度に実施した、TIMSS1999理科授業
ビデオ研究の授業実践に対するオーストラ
リア理科教員からの評価も考慮しながら、日
本の理科授業で課題である科学的内容を中
心とした学際的な授業について Big History 
カリキュラムの観点から海外現地調査
（Macuarie University、Hornsby Girls、
Barker College）を行い、授業ビデオデータ
を収集し、関係者にインタビュー調査を行っ
た。 
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